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HIV 検査と医療へのアクセス向上に資する多言語対応モデルの構築に関する研究 

「HIV 検査と医療へのアクセス向上に資する多言語対応モデルの構築に関する研究」班 
 

         研究代表者  北島 勉（杏林大学総合政策学部教授） 
                                        

研究要旨 

 

 近年、我が国の外国人男性の HIV陽性報告数は増加傾向にあり、男性同性間の性的接触による感染が

多数を占めつつある。新型コロナウイルス感染症流行（COVID-19）の影響により留学生や技能実習生を

中心とした中長期滞在者も減少したものの令和 3年 6月時点で 282 万人が滞在していた。彼らの多くは

性的に活動的な年齢層であるため、HIV を含む性感染症に感染する者が増加する可能性がある。そこで、

本研究では、HIV 検査受検促進や陽性者への医療関連サービスへのアクセスの改善をめざし、自治体と

の連携モデルを構築することを目的とする。 

 本研究では以下の研究活動を実施した：（1）在留外国人の保健行動や HIV 検査等に関する意識調

査を行った。ベトナム人技能実習生 16人を対象にヒヤリングを行った後に、在留ベトナム人技能実習

生や留学生を中心として 900人の参加を得て、保健行動、HIV 検査へのアクセス等についてオンライン

調査を実施した。来日前に HIV 検査を受けた者は 16.2%であったが、来日後に受けた割合は 4.3%であ

った。検査受検に関心がある者は 31.3%で、受検しやすい主な条件としては「無料」、「厳密な守

秘」、「通訳/言語サポートあり」があげられていた。（2）HIV及び結核の検査・治療に活用できる医

療通訳の育成を行うための対面とオンラインで研修を 3年間で 6回実施した。全国から 239 人が参加

した。研修前後で、HIV に関する知識、認識・行動意志の改善が認められた。また、実際の HIV や結核

の医療現場の状況をもとに作成したシナリオを活用したロールプレイ演習も行った。（3）エイズ診療

拠点病院等における多言語対応の状況について調査を行った。対象施設の 84.9％から回収を得られ

た。2013 年に実施した同様の調査と比較して、東アジア出身の HIV 陽性者の割合が高くなっているこ

と、日本語や英語が不自由な外国人の受け入れは困難な場合が多いこと、支援が必要な言語が多様化

していることがわかった。（4）在留外国人を対象とした HIV検査会を東京都内で 2回実施し、12人が

HIV と梅毒の検査を無料匿名で受検した。（5）音声翻訳機の中でも調査時点で最も汎用性が高い

POCKETALK®の中国語の音声とテクスト翻訳の有用性の検証を試みた。音声認識においては高い精度を

有するが、テクスト翻訳の精度については課題があることがわかった。 

 COVID-19 流行のため、自治体との連携が思うように進まなかったが、本研究の知見は、今後自治体や

NPO等と連携のもとでHIV検査や医療に関する多言語対応モデルの構築をする上で有用であると考える。 

 

研究分担者 沢田貴志（神奈川県労働者医療生  
活協同組合港町診療所所長） 
研究分担者 宮首弘子（杏林大学外国語学部教授） 
研究協力者 Tran Thi Hue  （杏林大学国際協力

研究科、エイズ予防財団リサーチレジデント） 
 
 

Ａ．研究目的 
 近年、我が国では外国人の男性同性間の性的接

触による HIV 感染が増加傾向にある 1）。また、在

留外国人の人口は、留学生と技能実習生を中心に

増加が著しい 2）。更に、出入国管理法が改正され

3）、2019 年 4月以降アジア諸国出身者の数が増加

することが想定されていた。しかし、2020 年 1 月
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から新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が流

行し始め、外国人観光客の数は大幅に減少した。

留学生や技能実習生を中心とした中長期滞在者

数も減少したものの、2021 年 6月末現在 282 万人

の在留外国人が滞在していた 4）。これらの在留外

国人の多くは性的に活動的な年齢層であり、母国

とは異なる生活環境や保健医療サービスの利用

しづらさ等から、HIV を含む性感染症に感染する

者が増加する可能性がある。しかし、多言語対応

が可能な保健医療施設の数は限られていること

から、在留外国人にとって HIV検査や関連する医

療サービスが受けやすく、保健所等にとっても

HIV 検査を提供しやすい仕組みを構築することが

求められる。 

そこで、本研究では、我が国における外国人の

HIV 検査受検促進や陽性者への医療関連サービス

へのアクセスの改善をめざし、自治体等との多言

語対応モデルを構築することを目的とする。 

 
Ｂ．研究方法 
 上記の目的のために本研究班では、以下のよう

な一連の調査研究を行った。 
1. 在留外国人の保健行動や HIV 検査等に関する

意識調査 
（1）ヒヤリング調査 

技能実習生のＨＩＶ検査と検査施設に対する認識

を把握するために、2020 年 2 月 16 日に東京都内の

建設会社に所属しているベトナム人男性 16 人を 4 人

のグループに分け、①基本属性、②日本での生活習

慣・健康状態、③ＨＩＶ検査受検行動（ベトナムにいた

時と日本に来た時との比較）、④ＨＩＶ検査へのアクセ

ス向上について、研究協力者の Tran Thi Hueがベ

トナム語でヒアリングを行った。 

 

（2）オンライン調査 

 COVID-19 流行下の保健行動や HIV 検査と治療へ

のアクセスの状況を明らかにするために、オンライン

調査を実施した。 

1） 第 1 回目 

2021 年 1 月 18 日から 2021 年 3 月 16 日にかけて、

在留ベトナム人を対象に、オンライン調査を実施した。

調査地域は、ベトナム人が多い関東、関西、東海、

九州地域の都市部であり、各地域のベトナム人協会

会長の紹介を通じ、600 人の協力を得た。 

 調査項目は①対象者の基本属性、②日本での生

活習慣・健康状態、③ＨＩＶ検査受検行動、④主観的

HIV 感染リスク、⑤ＨＩＶ検査への主観的アクセス、⑥

COVID19 感染拡大における医療アクセスや経済的情

報、⑦うつ・不安状態、⑧ソーシャル・サポート、⑨生

活の質（QOL）であった。 

2）第 2 回目 

 2022 年 1 月 20 日から 2 月 20 日にかけて、300 人

の在留ベトナム人留学生を対象に調査を実施した。

調査方法は、ベトナム人青年学生協会の紹介を通じ

て協力者を募り、オンライン調査を行った。調査項目

は、生活の質に関する質問を除いて、第 1 回目の調

査と同様であった。 

 

2．HIV 及び結核の検査・治療に活用できる医療

通訳の教育・活用方法の検討 
2019 年度は、東京会場（MIC かながわ担当）

と大阪会場（CHARM担当）にて対面で実施した

が、2020 年度と 2021 年度は COVID-19 流行の

ため、Zoom を利用したオンライン研修とし、MIC
かながわと CHARM にそれぞれ担当してもらい

実施した。 
研修の内容は、結核の基礎知識、HIV の基礎知

識、HIV とセクシャリティ、医療通訳のルール、

通訳技術の実際、ロールプレイによる実技演習で

ある。 
研修において、以下の 2種類の調査を実施した。 
 

（1）HIV に関する知識や態度に関する調査 
研修の参加者に、無記名の自記式質問票調査を

研修の前後で行った。対面の研修では、会場で記

入してもらい、オンライン研修では Google form
で作成したアンケートへの記入を求めた。調査へ

の協力が得られた239人の回答を研修前後で比較

した。 
 

（2）通訳基礎技術演習とロールプレイ演習 
1） 通訳基礎技術 
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研修内容は、①医師の視点から見る医療通訳者

に必要な心得講義、②医療通訳者を養成する観点

から通訳スキルを向上するための方法論の講義

と演習を行った。 
2）ロールプレイ演習 
対面または遠隔通訳の現場を模擬体験すること

を目的として、シナリオに基づいて、通訳の演習

を行った。研修主催者側が患者と医療者役を演

じ、研修参加者は通訳として臨んだ。 
3 年間で以下の 5 つのシナリオを活用した： 
① 医師が患者に HIV 感染を告知する場面 
② 排菌している結核患者に保健師が初回面接

を行う場面 
③ 医師が HIV患者に治療法を説明する場面 
④ 保健師が退院した結核患者へ服薬支援につ

いて説明を行う場面 
⑤ 結核と HIV 医療費について 
研修成果を確認するため、研修参加者に半構造

化質問票による調査を実施し、研修の有効性と自

由所感を収集した。ロールプレイ演習では、通訳

に求められる基本的能力を正確性と迅速性の両

軸から捉える評価法により評価を行った。 
 
3. エイズ診療拠点病院等の HIV 陽性外国人の受

領動向と診療体制に関する検討 
2013 年度に全国の保健所及びエイズ診療拠点

病院を対象に実施された外国人対応に関する実

態調査 5）をベースに、全国のエイズ診療拠点病院

及びエイズ患者に対する自立支援医療機関とし

て登録されている病院・診療所 391 施設を対象と

して、外国人対応の現状の把握と多言語対応に向

けた取り組みや課題について調査を行い、多言語

対応を促進していくための方策を検討した。調査

は 2019 年 12 月に開始し、回答を得られなかった

施設には 2020 年 10 月までに最大 3 回の調査協

力をお願いした。 
 質問票では、2013 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月

31 日までの 6 年間にそれぞれの病院を訪れた新

規の HIV 陽性外国人の有無・国籍・性別・人数に

ついて尋ねた。施設の診療体制に関する調査は、

外国人患者を診療することの困難さに対する認

識、言葉が不自由な外国人受診時の対応、通訳の

手配の状況、医療ソーシャルワーカーの配置とい

った外国人患者の受け入れの準備状況とともに、

外国人診療体制向上のために研究班に期待する

ことも尋ねた。 
 

4. 在留外国人を対象とした HIV 検査会の実施 
 2021 年 11 月 14 日（1 回目）と 2022 年 2 月

11 日（2回目）に、東新宿こころのクリニックに

おいて、英語、中国語、ベトナム語が対応可能な

検査会（HIV と梅毒）を開催した。 
 1 回目は来院した順番に 40 人分の検査を準備

し、2 回目は事前予約を行い 20 人分の枠を用意

した。 
 検査会の告知については、研究班が開設した検

査会の Facebook のページ、主にゲイ男性向けの

出会い系アプリである BlueD と 9monster のバ

ナー広告、首都圏の在留外国人コミュニティーで

ある Tokyo Expat Network への配信、HIV 検査

相談マップでの情報掲載、都内の保健所やNPO、

台湾、ベトナム、タイ、インドネシアの NGO へ

の情報拡散依頼を行った。 
 検査会では、本人の意志で受検することを確認

後に採血し、結果を告知した。採血から結果告知

までに間に相談を受け付けた。また、告知後に検

査会に関するアンケートへの回答を受検者にお

願いした。 
 当日は、医師 2 人、看護師 1 人、臨床検査技師

1 人、社会福祉士 2 人、通訳 1〜3 人、受付 2 人

で臨んだ。 
 第 1回目の検査会ではイムノクロマトグラフ

ィー（IC）法により HIV 検査を行い、検査結果

が陽性又は判定保留の場合は確認検査を外注

し、後日結果を告知するとともに、陽性の場合

は医療機関への紹介状を渡すこととした。第 2

回目の検査会では、IC法の結果が陽性または判

定保留の場合は Geenius HIV 1/2キット（バイ

オ・ラッド・ラボラトリーズ株式会社）を使い

確定診断をし、陽性の場合は医療機関への紹介
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状を渡すこととした。梅毒については TPAb法

（アボット社 ダイナスクリーン™ TPAb）と

RPR法（積水メディカル株式会社 RPRテスト

“三光”）により検査を実施し、陽性の場合は

医療機関への紹介状を受検者に渡すこととし

た。 

告知後のアンケートでは、受検者の基本属性（性

別、年齢層、居住地域、職業、国籍、日本滞在期

間）、検査会をしったきっかけ、HIV 検査受検経

験、HIV を受検する理由、検査会に関する満足度

について聞いた。アンケートは日本語、英語、中

国語、ベトナム語版を用意した。 
 

5．医療通訳分野での音声翻訳機の有効性に関す

る研究 
 音声翻訳機の中でも現時点で最も汎用性が高

い POCKETALK®の音声翻訳の過程の中の音声

認識とテクスト翻訳の有用性の検証を試みた。言

語は中国語とした。 
 検証では、本研究班の医療通訳研修で使用して

いるロールプレイ実習用の 2つのシナリオを用い

た。各シナリオには原稿として日本語テクスト及

び中国語テクストが用意されているので、他言語

からの通訳の基準となる「参照訳」として利用し

た。 

語彙レベルの翻訳については、各シナリオで用

いられる医療専門用語及び医療者（日本語）がよ

く使うフレーズについて、日本語の音声認識及び

多言語翻訳の精度を確認した。対話レベルについ

ては、各シナリオ全体について医療者（日本語）・

患者（中国語）それぞれの音声認識及びテクスト

翻訳の精度を BLUE（Bilingual Evaluating 
Understudy）スコアにより評価した。また、本研

究班の研究分担者（日中通訳翻訳の専門家）が各

シナリオの音声認識（聞き取り）におけるエラー

とテクスト翻訳におけるエラー箇所を、それぞれ

の変換テクストから洗い出し、一箇所ずつエラー

の原因を分析した。 

日本語音声は日本語ネイティブ、中国語音声は

中国語ネイティブが担当した。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究の実施に関し、研究代表者が所属する杏

林大学大学院国際協力研究科の研究倫理委員会

から承認を得た。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 在留外国人の保健行動や HIV 検査等に関する

意識調査 
（1）ヒヤリング調査 

協力を得られた 16 人全員が男性で、平均年齢は

27 歳、未婚 10 人、平均在留期間は 2年 4か月、

全員会社の寮に住んでいた。ほぼ全員が基本的な

日本語をある程度理解できるレベルの日本語力

であった。 

来日後、3人が、風邪、インフルエンザ、花粉症

などにより体調を崩したことがあった。医療機関

へは会社の通訳者に連れて行ってもらった。通訳

者のサポートがなければ受診することはできな

いとのことであった。 

日本にパートナーがいると回答したのは2人で、

コンビニやドラッグストアでコンドームを購入

できることを知っていたのは 13 人であった。 

全員が来日前にベトナムで HIV 検査を受けてい

た。来日後、HIV 検査を受けたことはなく、どこ

で受けられるかも知らなかった。また、「保健所」

という施設を聞いたことがある者もいなかった。 

HIV 検査を受けやすくするには、日曜日や休日に

受けられるようにすることと、ベトナム語の説明

資料や通訳者がいることという回答が多かった。

また、無料の HIV 検査イベントがあれば参加した

いと回答した者が 10人いた。 

 

（2）オンライン調査 

 2 回の調査で合計 900 人から回答を得た。回答

者の平均年齢は 24.5歳、男性39.2％、未婚 85.2％

であった。学歴は高卒の割合が 56.3%と最も高か

った。従事している仕事の種類で最も割合が高か

ったのはコンビニエンスストア 41.3％、次いでサ

ービス業 38.3％、工場 23.8％の順であった。 
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 健康状態については、647 人（71.9％）が良好

であった。過去 3 か月間に性行為をした者は 243

人（27.0％）で、その 90.5％は一人のみであり、

69.5％がコンドームを毎回使用していた。過去 6

か月間に男性と性行為をした男性は 17人（4.8％）

であり、そのうち 10 人が毎回コンドームを使用

していた。 

 ベトナムで HIV 検査を受けたことがある者は

16.2％であったが、日本で受けた者は 4.3％であ

った。無料匿名で検査を受けられることを知って

いる者は 10.7％、今後 HIV 検査を受けることに関

心がある者は 31.3％であった。 

HIV 検査を受けやすくするために重要な要因と

して、「無料」35.1％、「厳密な守秘」34.8％、

「通訳/言語サポートあり」15.0％があげられて

いた。 

 

2.HIV及び結核の検査・治療に活用できる医療通

訳の教育・活用方法の検討 
（1）HIV に関する知識や態度に関する調査 
1）参加者のプロフィール 

3 年間に 6回の研修を行い、239人から回答を得

た。参加者の担当言語は、英語、中国語、ベトナ

ム語の順で多かった。女性 88.3％、生育地が主に

日本 65.7％、40-59歳が 51.1％、通訳としての活

動経験「5年未満」41.4％、「なし」37.2％であっ

た。HIV通訳経験ありは 29人（12.1％）であった。 

2) HIV に対する知識と研修の効果 

 研修前後で、①HIV の感染経路、②AIDSと CD4値、

③主な日和見感染症、④HAARTの薬剤数、⑤HIV の

治療予後に関する問題に解答してもらったとこ

ろ、正答率が、①86.7％から 94.4％、②44.6％か

ら 90.1％、③42.9％から 80.3％、④40.8％から

71.2％、⑤57.9％から 91.4％に、それぞれ改善し

た。 

3） HIV への認識・行動意志 

研修前後での HIV への認識や行動意志に関する

質問に回答してもらったところ、「AIDSのことを

友人とよく話せる」22.3％から 30.9％、「同僚が

エイズで服薬していても不安がない」18.9％から

37.8％、「エイズの通訳依頼をきっと引き受ける」

38.2％から 49.4％に、それぞれ上昇した。 

 
（2）通訳基礎技術演習とロールプレイ演習 
 1）参加者の属性 
通訳基礎技術演習の 2020 年度と 2021 年度の参

加者は合計 207 人、13 言語であった。ロールプ

レイ演習では、見学者も含めて 3 年間で 112 人、

9 言語で、主な言語は、中国語 49.1%、ベトナム

語 18.8%、英語 13.4％であった。 
2） 通訳基礎技術演習の評価 
シャドーイング、クイックレスポンス、リプロダ

クション、ノートテイキングといった通訳者にと

って必須の基礎トレーニング法を「知らない」ま

たは「聞いたことがある」と回答した参加者はお

それぞれ 34.4%、46.1％、48.3％、36.6％であっ

た。研修においてこれらの基礎トレーニングを行

ってみて、参加者の 80％〜90％がその有効性を

認めていた。 
3） ロールプレイ演習の評価 
通訳の正確性と迅速性の数値化することで、ロ

ールプレイ演習による通訳能力の改善効果を可

視化することができた。また、ロールプレイ参加

者を対象としたアンケート調査から、ロールプレ

イを 2回行ったことにより、1回目に比べて 2回
目において、「専門用語の理解の深まり」、「患

者対応能力の向上」、「医療者対応能力の向上」、

「メモ取り要領の向上」、「他参加者の実演を参

考」において、肯定的な回答が概ね 6 割〜9 割で

あった。一方、参加者の約 25％が、対面と比較し

てリモート通訳のロールプレイを困難と感じて

いた。 
 
3. エイズ診療拠点病院等の HIV 陽性外国人の受

領動向と診療体制に関する検討 
調査票を送った 391 施設のうち、332 施設

(84.9％)から回答が寄せられた。332 医療機関の

うち 169 施設(50.9％)が過去 6年間に外国人の新

規患者があったとしており、その合計患者数は

1033 人であった。新規に受診した HIV 陽性外国人
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の出身地域は、これまで同様に東南アジアが 346

人(33.5%)と多かった。 

HIV 陽性の外国人が紹介されてきた際に困難を

感じるか尋ねたところ、「やや困難を感じる」が

半数を超えており、「大いに困難」と合わせて

82.5％を占めた。困難を感じた医療機関にその理

由を尋ねると、90.5％が言葉の対応を理由に挙げ

ていた。医療費に関する問題（65.5％）がこれに

続いた。医療通訳を利用する制度はないと回答し

た施設は 146（46.2%）であった。30 施設（全体の

9.5％）が「直接雇用の医療通訳がいる」と回答し

た。言語としては英語と中国語が多く、ポルトガ

ル語とスペイン語が続いた。「外部の団体と契約

して派遣を依頼できる」と回答した 59 施設では、

依頼できる言語として 20言語が記載されていた。 

 過去 6年間に日本語も英語も不自由な外国人を

診療した医療施設数は 121 で、「訓練された通訳

者を手配」、「受診者の職場関係者・知人・家族

が通訳」がともに 47（33.8％）、アプリを使用し

た施設は 10（8.3％）であった。 
 外国人の HIV 診療支援に関して研究班に期待

する情報としては、「医療費の支払いに関わる社

会制度」280 件（84.1％）、「医療通訳を確保す

る方法」258 件（77.4％）が多かった。 
 
4．在留外国人を対象とした HIV 検査会の実施 
（1）基本属性 
 1回目の検査では 5 人が来院した。2回目の検

査では 20 人の予約枠は埋まったが、当日来院し

たのは 8 人で、うち一人がアンケートに回答し

なかったため、以下では 12 人について分析を行

う。 
全員が男性で、半数が 20〜29歳で東京都 23区
内に住んでおり、11 人が常勤の勤務者、国籍はベ

トナムが最も多く 4 人、日本滞在期間は 11 人が

2 年以上であった。 
検査会について知った媒体としては、情報を掲

載した SNS のどれかしらがあげられていたが、

Facebook、9monster、BlueD で知ったと回答し

た者がそれぞれ 3 人いた。 
今回が初回の受検であった者が 7 人であった。

また、PrEP に関する相談をして者が 9 人いた。

プライバシーの遵守を含めて検査会への満足度

は高かった。 
HIV 陽性はなかったが、梅毒陽性が 1 件あり、

医療機関につなげることができた。 
2 回の検査会にかかった費用の総額は 687,500
円であった。 
 
5．医療通訳分野での音声翻訳機の有効性に関す

る研究 
（1）語彙レベルの音声翻訳 
正確率は二つのシナリオとも 90%以上であり、

医療専門語彙についてほぼ正確な音声認識とテ

クスト翻訳が期待できることが確認された。しか

し、専門語彙にもかかわらず音声認識・テクスト

翻訳において各 3 点のエラー（誤認、誤訳）が発

生しており、これらは音声誤認や同音異語の誤選

択によるものであった。 

（2）対話レベルの音声翻訳 
BLEUスコアは、日中両言語とも 50点超であり、

POCKETALK が「非常に高品質」な音声認識の精度

を有することが確認された。 

（3）テクスト翻訳 
 2 つのシナリオにおいて「日本語→中国語」「中

国語→日本語」ともに、BLEU スコアが 20 点以下

であった。これは、POCKETALK の日本語・中国語

のテクスト翻訳の精度は「趣旨を理解するのが困

難なレベル」以下ということを意味する。 

 
Ｄ．考察 
1. 在留外国人の保健行動や HIV 検査等に関する

意識調査 
（1）ヒヤリング調査 
 回答者は全員男性で，平成年齢 27 歳と比較的

若く、日本語がほとんどできないグループであっ

た。来日するためにベトナムで HIV 検査を受け

ていたが、日本では受けたことがなく、HIV 検査

を受けられる施設に関する認知度も低かった。

「無料匿名」、「日曜日や休日実施」、「通訳に

よる支援」が HIV 検査を受けやすくする要因と

いうことであった。このような環境を整え、SNS
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等で広く周知することが、受検率を上げる上で重

要であると考える。 
（2）オンライン調査 
 回答者 900 人のうち、男性 37.3％、平均年齢

24.5歳と若く、未婚が多いグループであった。 
 約 3 割が過去 3 か月間に性行為を行っており、

そのうち約 7割がコンドームを毎回使用していた。 
男性と性行為をした男性が 17 人で、10 人が毎回

コンドームをしていた。 
ベトナムで HIV 検査を受けたことがある者は

16.2％であったのに対し、日本で受けたことがあ

る者は 4.3％であった。今後受検に関心がある者

は 31.3％で、その促進要因としては、ヒヤリング

調査と同様に、無料匿名（守秘）と言葉の支援が

あげられていた。 
 
2. HIV及び結核の検査・治療に活用できる医療通

訳の教育・活用方法の検討 
 6回の研修のうち 4回はオンラインで実施した

ため、広く全国から参加者を得ることができた。

研修効果については、知識の獲得の部分ではオン

ラインでも対面と同等の効果を認めたが、認識や

行動意志の部分では対面研修より効果が低い可

能性があり、今後更なる検討が必要である。 
当研究班で育成した通訳人材については、保健

所などからの依頼に基づき派遣を行っていたが、

2019年12月からのCOVID-19の流行の影響で2020

年度以降保健所での検査が大幅に縮小され、また

対面での通訳が困難となり、本研究事業中の通訳

派遣は 2019 年度のベトナム語 1 件、2020 年度の

遠隔通訳ベトナム語 2件にとどまった。2021 年度

には中国語とベトナム語の派遣調整を行ったが、

流行の再燃などの理由で派遣には至らず、2021 年

度の実績は当研究班で行った外国語検査事業へ

の派遣２件のみであった。 

COVID-19 の流行により、当初計画していた保

健所と連携した多言語対応施設の拡充は大きく

変更を余儀なくされが、2022 年度から保健所など

の検査事業が再開されれば、多言語化支援の推進

が必要になってくると考える。 

リモート通訳研修の主催者側のメリットとして

は：①対面と同様の研修を実施できた、②会場を

確保する必要がなく、研修の回数を増やすことが

できた、③ロールプレイ演習の録画が容易で、参

加者にも共有しやすい、④全国から参加してもら

えた等が考えられる。 
参加者側のメットとしては、①自宅からでも参

加できる、②全国の多言語の参加者と交流できる、

③ロールプレイ録画を研修後の振り返りに活用

できる、④リモート通訳のノウハウを体験できる

等がある。 
一方、デメリットとしては、①受信環境によって

は研修の質が下がる、②参加者の交流が難しい、

③通訳の区切りのタイミングが取りにくい、④ロ

ールプレイ演習において患者や医療者の表情等

の情報を入手するのが難しい、⑤ニュアンスの伝

達が難しい等があげられる。 
今後リモート通訳の機会が増えることが予想さ

れるため、ここで出て来た問題点を克服するため

の工夫をしていくことが重要である。 
 

3. エイズ診療拠点病院等の HIV 陽性外国人の受

領動向と診療体制に関する検討 
 コロナ禍ではあったが、対象医療施設の 84.9％
から回答を得られた。 
 前回の調査以後の 6 年間で HIV 陽性外国人の

出身地は大きく変化をしていた。増加が目立った

東アジアの出身者について性別を見ると、274 人

のうち男性が 262 人（95.6%）を占めており、近

年東アジア地域での HIV の流行が MSM 中心に

なっていることの反映であると考えられる。東南

アジア出身者を見ると従来多数を占めていたタ

イの割合が減少傾向であり、フィリピン、ベトナ

ム、ネパールなど国籍の多様化がみられた。 
外国人患者受入れの困難感については、前回調

査と比べて大きな変化はなく、特に日本語も英語

も困難な外国人受診者の診療に多くの施設が苦

慮していることが改めて示された。この背景には、

HIV 陽性外国人の出身地域がアジアの広範な地

域に広がっており、英語も日本語も理解が困難な
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外国人の受診者が増加していることがあると思

われる。 
通訳体制の整備については HIV診療体制の整備

をする上で極めて重要であると考えられるが、今

回の調査で必要言語が増えていることが確認さ

れた。今回の調査では HIV 診療での遠隔通訳の

利用は少数であった。複雑なコミュニケーション

を要する HIV 診療では遠隔通訳の利用が必ずし

も便利ではないことが予測されたが、コロナ禍で

遠隔通訳の利用が飛躍的に増えており、2020 年以

降は状況が変化している可能性がある。 
外国人の HIV診療は、日本に在住する外国人の

人口動態や背景となる社会状況の影響を大きく

受けている。特に 2020 年からの新型コロナウイ

ルスの流行下で現実に医療機関を訪れる HIV 陽

性外国人は、日本に在住する人々が大半である。

日本に居住し働く外国人の実情にあわせた通訳

体制などの診療支援体制を構築していくことが

急務である。 
 
4．在留外国人を対象とした HIV 検査会の実施 
 研究班として初めて HIV 検査会を開催したた

め、いかに対象者に検査会に関する情報を届ける

かということが課題であった。SNS を中心に情報

の拡散を試み、1回目の検査会では 5 人受検し、

2 回目の検査会では 20 人の予約があったものの

当日受検した者は 8 人であった。検査会を知った

きっかけとしては、今回活用した SNS 等の名前

があがっていたことから、今後、同様の検査会を

開催する際には、その告知をする際に SNS を活

用することが有効であると考える。 
 受検者の大半が常勤者であり、日本での滞在期

間が 2 年以上であった。大半が日本語でコミュニ

ケーションを取ることができ、告知や相談の際に

通訳を希望したのは 3 人であった。今後、入国規

制が緩和されるに伴い、滞在期間が短く日本語で

のコミュニケーションが困難な在留外国人の受

検希望者の割合が高くなる可能性がある。 
 12 人中 7 人が初めての HIV 検査ということで

あった。COVID-19 流行前から多言語対応な検査

機会が限られた中、COVID-19 流行の影響で HIV
検査を受検する機会が減ってしまったため、初め

て受検を希望する者は潜在的に多い可能性があ

る。感染リスクが高いと感じている人が定期的に

受検できる機会を提供し、その情報が届くように

することが重要である。 
 2回の検査の費用は約 780,000円であった。一

件当たり約 65,000 円となり、効率化が必須であ

る。検査会を定期的に実施することにより多くの

在留外国人に認知され、計画した検査提供数に近

い受検者を集めることが重要となる。また、2 回
目の検査会では確定診断もできるようにしたた

め、費用が高くなったが、追加的な費用とそれに

よる便益とを比較検討することも必要である。 
 在留外国人でも人数が最も多いのが中国人、次

がベトナム人であったため、日本語、英語の他に

中国語とベトナム語による告知や通訳を行った。

検査会を実施する地域の在留外国人の分布をみ

ながら、他の言語による情報提供や通訳活用のあ

り方についても検討する必要がある。 
 
5．医療通訳分野での音声翻訳機の有効性に関す

る研究 
 BLEU スコアから見る限り、POCKETALK の

テクスト翻訳は Google 翻訳によるテクスト翻訳

より、「日本語→中国語」変換を除き、概ね優れ

ていることが窺える。BLEU は連接する語句の共

通性で測定するスコアであることから、語順や意

味は考慮されないため、はたして POCKETALK
が「趣旨を理解するのが困難なレベル」であるか

については、具体的にエラー（誤認、誤訳）を分

析・考察する必要がある。 

日本語と中国語の音声認識エラーをもとに音

声認識の精度を「意味の伝わるセンテンス（非エ

ラー・センテンス）の全センテンスに対する割合」

とするならば、日本語は 85.9％、中国語は 81.0％

で、両言語に差は無く、「非常に高い品質」と言

える。エラーの中には音の聴き間違いによるもの

が多く、通訳者ならば補ったであろう音声を聞き

落としており、AI翻訳の限界が窺える。 
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 テクスト翻訳の精度についても、エラーをもと

に「意味の伝わるセンテンス（非エラー・センテ

ンス）の全センテンスに対する割合」とするなら

ば、「日→中」テクスト翻訳の精度は 49.4％、「中

→日」テクスト翻訳は 59.5％であった。一センテ

ンスごとに意味の伝わる精度が 5割あるいは 6割

であるとすると、連続した相互の対話は継続する

ことが困難となるであろう。 

日中テクスト翻訳が語用エラーの割合が高く、

また内容は「明示化が必要」に偏っている。翻訳

の語用（対話レベル）的等価は文脈からの高度の

推論を必要とすることから、日本語から中国語へ

の対話の変換が難しいことを反映しているもの

と推測される。現在の AI 翻訳はまだ語用的推論

機能を十分に組み込んでいないので、語用的推論

能力は現時点で人間の通訳者の優位なポイント

となるものとも考えられる。 

今後は、他の音声翻訳機やアプリの精度につい

ても検証をしていく必要がある。 

 

E. 結論 
 本研究班では、HIV 検査と医療へのアクセス向

上に資する多言語対応モデルの構築を目指して、

在留外国人の保健行動や HIV検査へのアクセスの

状況、HIV 検査や医療の現場で活用できる医療通

訳者の育成、エイズ診療拠点病院等における外国

人対応の実態、在留外国人を対象とした HIV 検査

会の開催、近年保健医療施設においても活用され

るようになってきた音声翻訳機の精度等の研究

を実施してきた。この間、COVID-19 の流行により、

当初予定していた自治体との連携のもとでの多

言語対応の仕組みを構築することは難しかった。

今後、COVID-19 に関連する規制が緩和されること

に伴い、在留外国人が再び増加することが予想さ

れる。自治体や NPO との連携のもと、本研究班の

研究活動で明らかになった知見を組み合わせ活

用することが、在留外国人 HIV検査や医療へのア

クセス向上に寄与するものと考える。 
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